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で
、
朱
の
書
き
入
れ
歌
は
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
減
る
）。
そ
し
て
、
片
仮

名
本
と
承
安
三
年
本
と
は
清
輔
校
訂
本
と
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
二
荒
山
本

は
別
の
伝
来
で
あ
る
も
の
の
清
輔
本
に
近
い
本
文
を
有
す
る
ゆ
え
に
同
一

系
統
に
分
類
さ
れ
、
よ
っ
て
「
汎
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堀
河

本
は
巻
一
〜
巻
十
四
ま
で
（
堀
河
本
の
本
来
本
文
と
い
え
る
）
と
、

巻
十
五
〜
巻
十
七
1215
番
歌
あ
た
り
ま
で
（
承
保
三
年
本
系
統
の
本
文
）

と
、
巻
十
七
1216
番
歌
あ
た
り
〜
巻
二
十
最
終
1425
番
歌
ま
で
（
定
家
本
系
の

本
文
）
と
か
ら
な
る
混
態
本
で
あ
る（
３
）。
承
保
三
年
本
は
巻
一
〜
巻
十
四
1053

番
歌
あ
た
り
ま
で
（
無
年
号
本
Ｂ
類
の
本
文
に
近
い
）
と
、
巻
十
四
1054
番

歌
あ
た
り
〜
巻
二
十
最
終
1425
番
歌
ま
で
（
承
保
三
年
本
の
本
来
本
文
と
い

え
る
）
と
か
ら
な
る
混
態
本
で
あ
る（
４
）。
以
上
が
非
定
家
本
系
統
に
つ
い
て

で
あ
る
。
現
存
す
る
写
本
の
大
半
を
占
め
る
定
家
本
系
統
に
お
い
て
は
、

流
布
本
で
あ
る
天
福
本
と
そ
こ
に
い
た
る
過
程
を
み
る
た
め
無
年
号
Ａ
類

本
・
無
年
号
Ｂ
類
本
を
用
い
る
。

　
　
　

一

作
歌
事
情
（
＝
詞
書
内
容
）・
作
者
名
と
も
に
知
ら
れ
な
い
さ
い
の
、

後
撰
集
諸
本
で
の
書
式
の
相
違
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

後
撰
集
の
本
文
は
乱
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
乱
れ
方
は
尋
常

で
な
い
。
歌
数
・
歌
序（
１
）・
作
者
名
・
歌
本
文
等
々
、
諸
本
間
で
大
き
な
差

が
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
事
由
の
一
端
の
解
明
を
め
ざ
し
て
、
古
来
問

題
に
さ
れ
て
き
た
「
題
し
ら
ず
　
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
書
式
・
記
載
に
つ

い
て
現
存
諸
本
を
整
理
し
、
そ
の
の
ち
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
に
主
に
言
及

し
て
世
に
出
た
後
撰
集
の
作
者
名
表
記
部
分
が
元
来
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
か
の
遡
及
を
試
み
る
。

諸
本
に
つ
い
て
ま
ず
述
べ
て
お
く（
２
）。
本
稿
で
用
い
る
の
は
、
前
半
十
巻

も
し
く
は
全
二
十
巻
が
伝
来
し
て
い
る
諸
本
で
あ
る
（
切
等
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
て
触
れ
る
）。
現
在
、
後
撰
集
の
諸
本
は
杉
谷
寿
郎
に
よ
っ

て
次
の
四
系
統
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
汎
清
輔
本
系
統
、
古
本
系
統
、
承

保
三
年
奥
書
本
系
統
、
定
家
本
系
統
で
あ
る
。
汎
清
輔
本
系
統
は
二
荒
山

本
・
片
仮
名
本
・
承
安
三
年
本
を
、
古
本
系
統
は
堀
河
本
・
雲
州
本
・
伝

坊
門
局
本
を
、
承
保
三
年
本
系
統
は
天
理
図
書
館
本
を
用
い
る
。
汎
清
輔

本
系
統
の
う
ち
二
荒
山
本
・
片
仮
名
本
と
は
巻
一
〜
十
ま
で
の
伝
来
で
あ

る
。
承
安
三
年
本
と
称
さ
れ
る
清
輔
本
の
本
文
は
定
家
本
（
承
久
三
年

本
）
に
朱
で
書
き
入
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
全
歌
に
施
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
杉
谷
の
計
上
に
よ
る
と
一
〇
三
七
首
へ
の
朱
の
書
き

入
れ
が
あ
る
（
前
後
に
朱
が
あ
れ
ば
歌
数
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
の

　
　
後
撰
集
「
題
し
ら
ず
」「
よ
み
人
し
ら
ず
」
を
め
ぐ
っ
て福

　
田
　
　
　
孝
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題
不
知
　
　
　
読
人
不
知

　�
み
な
そ
こ
の
色
さ
へ
ふ
か
き
ま
つ
が
え
に
千
と
せ
を
か
ね
て
さ
け
る

藤
な
み
（
雲
）

　
　
　
　
題
不
知
　
　
　
よ
み
人
も

　�

み
な
そ
こ
の
色
さ
へ
ふ
か
き
ま
つ
か
え
に
ち
と
せ
を
か
ね
て
さ
け
る

ふ
ち
な
み
（
保
）

　
　
　
　
題
読
人
不
知

　
　�

ミ
ナ
ソ
コ
ノ
イ
ロ
サ
ヘ
ナ
カ
キ
マ
ツ
カ
エ
ニ
チ
ト
セ
ヲ
カ
ケ
テ
サ
ケ

ル
フ
チ
ナ
ミ
（
片
）�

巻
三
春
下
124

古
今
集
が
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
と
い
う
定
ま
っ
た
同
一
書
式
に

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
撰
集
で
は
以
上
の
よ
う
に
本
に
よ
っ
て
「
題

し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」「
題
よ
み
人
し
ら

す
」
と
混
乱
が
あ
る
（
以
下
、
濁
点
は
写
本
の
実
際
に
従
っ
て
付
さ
な
い
、

ま
た
「
題
読
人
不
知
」「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
の
表
記
は
同
一
と
み
る
）。

古
来
こ
の
書
式
の
混
乱
は
問
題
視
さ
れ
て
き
て
お
り
、
清
輔
・
俊
成
・

定
家
の
言
及
が
あ
る
。

或
人
云
、『
古
今
』
ニ
ハ
「
題
不
知
　
読
人
不
知
」、『
後
撰
』
ニ

ハ
「
題
不
知
　
読
人
モ
」、『
拾
遺
』
ニ
「
題
読
人
不
知
」、
如
此
書

之
。
然
而
末
代
本
不
必
分
別
。
是
転
々
書
写
之
失
歟
。

�

（
清
輔
『
袋
草
子（
５
）』）

ま
こ
と
や
、
い
づ
れ
の
頃
よ
り
誰
か
言
ひ
初そ

め
け
る
事
に
か
、

「『
後
撰
』
に
は
「
題
知
ら
す
　
詠
み
人
も
」
と
書
き
『
拾
遺
』
に
は

「
題
詠
み
人
知
ら
す
」
と
書
く
な
り
」
と
近
き
世
の
故
人
な
ど
申
す

と
聞
き
て
、
そ
の
上か
み

に
は
さ
や
う
に
も
書
き
は
べ
り
し
を
、
な
ほ
古

き
本
ど
も
あ
ま
た
尋
ね
見
は
べ
り
し
か
ば 

さ
ま
ざ
ま
に
書
き
た
る

様 

た
だ
女
な
ど
の
書
き
写
す
程
に
さ
や
う
な
る
事
を
人
の
申
し
出

で
た
る
に
こ
そ
と
見
え
は
べ
れ
ば
、
故
後
白
川
院
の
「
三
代
集 

書

き
て
ま
ゐ
ら
せ
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
し
時 

『
後
撰
』
を
も
『
拾
遺
抄
』

を
も 

み
な
『
古
今
』
の
同
じ
事
に
書
き
て
奉
り
は
べ
り
に
し
な
り
」�

�

（
俊
成
『
古
来
風
躰
抄（
６
）』）

　
　
　
世
間
久
云
伝
之
説

　
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
　
古
今
如
此

　
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
　
後
撰

　
題
よ
み
人
し
ら
す
　
拾
遺
抄
如
此

　
　
　
亡
父
命
云
此
説
不
定
事
也
被
書
進
　
院
之
本
皆
如
古
今
被
書

　
　
　�

今
見
此
本
果
而
如
古
今
　
如
此
事
只
後
人
之
所
称
歟
」

�

（
定
家
、
天
福
本
奥
書
）

定
家
の
奥
書
が
『
古
来
風
躰
抄
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

『
古
来
風
躰
抄
』
の
記
述
も
「
近
き
世
の
故
人
な
ど
申
す
」
と
書
か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
『
袋
草
子
』
を
承
け
て
い
る
と
推
さ
れ
る
。
定
家
の

奥
書
中
の
「
此
本
」
と
は
天
福
本
に
朱
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
伝
行
成
筆
本

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
言
及
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
当
時
後
撰
集
で
は

「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
定
式
で
あ
る
説
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と（
７
）・
実
際
の
後
撰
集
の
本
文
は
そ
う
し
た
説
と
は
異
な
り
ひ

ど
く
乱
れ
て
い
た
こ
と
・
そ
の
乱
れ
は
後
世
の
書
写
者
の
所
為
に
よ
っ
て

生
じ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
・
俊
成
は
「
古
今
集
」
に
倣
っ
て
「
題
し

ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
に
書
き
揃
え
、
定
家
は
伝
行
成
筆
本
が
古
今
集

の
書
式
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。

現
存
諸
写
本
に
見
え
る
様
相
を
確
認
す
る
た
め
に
ま
と
め
た
も
の
が
表

１
で
あ
る
。
同
一
系
統
で
も
書
式
が
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
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安
堀
雲
坊
保
Ａ
Ｂ
天

巻
十
一

恋
三

706

◯
　
◯
◯
◯
　
◯
◯

787

×
×
　

巻
十
二

恋
四

810

◯
×
◯
◯
×
◯
◯

822

　
　
◯
◯
×
◯
◯

826

◯
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

巻
十
三

恋
五

918

◯
　
　
◯

×
◯
◯

929

◯
│
│
◯
│
×
◯
◯

970

　
×
◯

巻
十
四

恋
六

1012

◯
　
×

　
◯
　

1059

─
　
　
◯

1064

─
　
　
　

×
◯
◯

巻
十
七

雑
三

1199

◯
　
×
◯

×
◯
◯

1208

◯
　
　

1210

　
　
◯

×
◯
◯

1217

◯
　
　
　

1232

◯
◯
×
◯

×
◯
◯

1239

─
◯
　
◯
×
×
◯
◯

巻
十
八

雑
四

1269

─
　
×
　

1276

─
　
×

◯

1294

◯
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

1298

　
×
　
◯

巻
十
九

別

1320

─
×
　
×

×
◯
◯

◎
＝
「
題
よ
み
人
し
ら
す
（
題
読
人
不
知
）」
を
示
す
。

◯
＝
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
（
題
不
知
　
読
人
も
）」
を
示
す
。

×
＝
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
（
題
不
知
　
読
人
不
知
）」
を
示
す
。

│
は
該
当
歌
ナ
シ
、
─
は
朱
ナ
シ
を
示
す
。

　
※�

空
白
部
分
は
表
２
で
補
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
歌
序
な
ど
の
関
係
に
よ
り
「
題
し
ら
す
」
か
つ
「
よ
み
人
し

ら
す
」
と
な
っ
て
い
な
い
箇
所
で
あ
る
。

　
※
巻
二
74
番
歌
で
は
片
の
み
544
番
歌
が
前
に
あ
り
、
そ
の
詞
書
が
74
に
及
ぶ
。
同
一
箇
所
と
し
て
処
理
し
た
。

　
　
巻
六
295
・
296
番
歌
は
二
片
安
堀
が
歌
序
が
逆
な
の
で
同
一
箇
所
と
し
て
処
理
し
た
。

表
１

二
片
慈
安
白
堀
雲
坊
保
Ａ
Ｂ
天

巻
七

秋
下

351

◎
×
×
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

354

　
　
　
◯
│
×
×
　
◯
×
◯
◯

383

◎
◎
×
─
│
×
×
│
◯
×
◯
◯

388

◎
◎
◎
◯
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

397

◎
◎
◎
◯
◎
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

424

　
◎
　
◯
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

428

◎
◎
◎
◯
│
　
　
│
◯
×
◯
◯

435

◎
◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

巻
八

冬

443

◎
×
×
◯
×
×
×
◯
◯
×
◯
◯

456

　
◎
×
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

460

　
　
　
◯
◎
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

462

◎
◎
◎
　
×
　
　
　

×

475

◎
◎
◎
─
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

巻
九

恋
一

516

◎
◎
│
　

519

◎
◎
│
　
│
　
　
　

532

◎
◎
│
─
　
×
×
◯
◯
×
◯
◯

538

◎
◎
│
　
　
◯
×
　

556

　
◎
│
　
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

588

◎
◎
│
─
│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

巻
十

恋
二

652

◎
◎
│
◯
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

664

◎
◎
│
　
│
　
　
◯

二
片
安
白
堀
雲
坊
保
Ａ
Ｂ
天

巻
二

春
中

55 

◎
×
◯
│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

62 

◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

74 

◎
　
◯
│
×
◯
　
◯
×
◯
◯

（544

）

　
◎
　

76 

│
　
◯
　

巻
三

春
下

84 
　
◎
◯
│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

97 
◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

120
│
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

124

│
◎
◯
│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

131

│
　
◯
　
×
◯
　
◯
×
◯
◯

138

│
◎
　
│
　
　
　

140

│
◎
◯
│
　
　
　

141

◎
　
　
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯

巻
四

夏

147

◎
×
◯
│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

197

　
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

204

　
×
◯
　
×
×
◯
◯
×
◯
◯

213

◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯

巻
末

◎
│
│
│
×
×
│
│
│
│
│

巻
五

秋
上

226

◎
×
◯
　
×
◯
　
◯
×
◯
◯

238

　
◎
　
│
　
　
　

巻
六

秋
中

275

　
◎
　
│
　
　
　

290

◎
◎
─
│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

295

│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

296

◎
◎
◯
│
×
　
　

310

│
　
×
◯
◯
×
◯
◯

329

│
　
　
　
◯
　
◯
　

339

　
　
◯
│
　
　
◯
◯
×
◯
◯
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今
』
の
同
じ
事
に
書
き
て
奉
り
は
べ
り
に
し
な
り
」
の
言
に
よ
る
と
俊
成

か
ら
定
家
に
受
け
継
が
れ
た
家
本
が
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
と

な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
定
家
本
は
無
年
号
Ａ
類
本
→
無
年
号
Ｂ
類

本
→
天
福
本
と
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り（
９
）、
無
年
号
Ｂ
類
本
の
時
に

「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
書
式
に
移
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
天
福
本
に

は
「
よ
み
人
も
」
の
「
も
」
に
伝
行
成
筆
本
に
よ
る
朱
の
書
き
入
れ
「
し

ら
す
」
が
多
く
の
箇
所
で
あ
り
（
後
述
）、
定
家
は
こ
の
書
き
入
れ
に
准

じ
て
最
終
的
に
嘉
禎
本
で
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
に
揃
え
た
と

見
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。

定
家
本
が
揃
っ
た
書
式
に
な
っ
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
と
見
え
る

の
が
清
輔
本
で
あ
る
。
写
本
に
お
い
て
も
、
片
仮
名
本
に
「
読
人
不
知

イ
」
310
、「
題
読
人
不
知
　
或
本
无
此
詞
」
424
の
注
記
二
箇
所
が
、
伝
慈

円
本
に
十
三
箇
所
中
十
一
箇
所
に
同
様
な
異
本
注
記
が
見
え（
（1
（

、
清
輔
が
こ

の
書
式
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
片
仮
名
本
や
伝

慈
円
本
は
清
輔
四
十
歳
代
の
校
訂
本
と
推
測
さ
れ
、
承
安
三
年
1173
本
は

七
十
歳
の
折
の
校
訂
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。『
袋
草
子
』
上
下
巻
の
根

幹
部
分
の
成
立
は
保
元
二
年
1157
か
ら
三
年
1158
と
見
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。「
転
々

書
写
之
失
」
を
訂
す
る
意
図
に
よ
り
晩
年
の
承
安
三
年
本
で
「
題
し
ら
す

　
よ
み
人
も
」
に
揃
え
た
と
見
ら
れ
る（
（1
（

。

以
上
を
要
す
る
と
、
⑴
清
輔
は
片
仮
名
本
や
伝
慈
円
本
の
よ
う
な
混

在
す
る
本
に
接
し
、
そ
れ
を
「
末
代
本
不
必
分
別
」
と
称
し
て
承
安
三
年

本
に
至
っ
て
揃
え
る
こ
と
に
し
た
こ
と
（
二
荒
山
本
も
或
る
時
点
で
「
題

よ
み
人
し
ら
す
」
に
揃
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
後
述
））、
⑵
俊
成

も
「
さ
ま
ざ
ま
に
書
き
た
る
様
」
と
称
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
乱
れ
た

書
式
の
本
文
に
接
す
る
こ
と
が
あ
り
そ
れ
を
古
今
集
の
書
式
に
揃
え
た
と

同
じ
写
本
の
中
で
書
式
が
混
在
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
分
か
る
。

汎
清
輔
本
系
統
で
は
、
二
荒
山
本
は
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
で
揃
い
、

承
安
三
年
本
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
で
揃
う
。
が
、
片
仮
名
本
は

「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
と
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
の
混
在
で
あ

る
。
同
じ
く
清
輔
校
訂
本
で
あ
る
伝
慈
円
本
（
巻
七
・
八
の
み
現
存
）
も

片
仮
名
本
同
様
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
と
「
題
よ
み
人
し
ら

す
」
の
混
在
本
で
あ
る
。
清
輔
が
接
し
て
い
た
本
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み

人
し
ら
す
」「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
の
混
在
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
た
だ
片
仮
名
本
と
伝
慈
円
本
と
で
は
383
・
424
・
456
で
差
が
あ
り
、
ま
っ

た
く
同
じ
で
は
な
い
）。

古
本
系
統
で
は
、
雲
州
本
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
で
揃
い

（
巻
十
一
706
の
み
例
外
）、
伝
坊
門
局
本
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
で

揃
う
（
巻
十
九
1320
の
み
例
外
）。
堀
河
本
は
巻
十
七
の
途
中
以
降
の
定

家
本
に
近
い
部
分
で
は「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
で
揃
う
が

（
巻
十
九
1320
の
み
例
外
）、
巻
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
の
本
来
本
文
部
分
で
は

「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
の
混
在
で
あ

る
。
白
川
切
は
「
た
い
し
ら
す
　
人
不
知
」「
た
い
よ
み
人
し
ら
す
」
の

混
在
で
あ
る
。

承
保
三
年
本
系
統
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
で
揃
っ
て
い
る

（
巻
十
七
1239
の
み
例
外
─
承
保
三
年
本
の
本
来
本
文
部
分
─
）。

定
家
本
系
統
で
は
、
無
年
号
Ａ
類
本
が
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら

す
」
で
揃
い
、
無
年
号
Ｂ
類
本（
８
）・
天
福
本
が
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」

で
揃
っ
て
い
る
。

定
家
本
系
統
で
揃
っ
て
い
る
の
は
こ
の
書
式
へ
の
俊
成
の
関
心
が
引
き

継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、「『
後
撰
』
を
も
『
拾
遺
抄
』
を
も
み
な
『
古
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二

こ
う
し
た
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
の
書
式
の
様
相
は
欠
落
に

関
わ
る
事
象
を
加
え
る
と
、
も
っ
と
違
っ
た
様
相
を
呈
し
て
く
る
。
例
え

ば
、
先
掲
の
124
番
歌
は
堀
河
本
で
は

　
　
　
　
た
い
し
ら
す

　�

み
な
そ
こ
の
色
さ
へ
ふ
か
き
松
か
え
に
ち
と
せ
を
か
け
て
さ
け
る
藤

な
み

と
な
っ
て
い
る
。
堀
河
本
で
も
前
歌
123
作
者
名
は
「
遍
昭
」
で
あ
り
、

「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
欠
落
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
。
片
仮
名
本
424
番
歌

「
題
読
人
不
知
」
の
注
記
に
「
或
本
无
此
詞
」、
慈
円
本
462
番
歌
「
た
い
よ

み
人
し
ら
す
」
の
注
記
に
「
或
本
無
読
人
不
知
字
」、
承
安
三
年
本
131
番

歌
「
よ
み
人
も
」
の
注
記
に
「
或
本
無
」
が
あ
り
、
清
輔
の
こ
ろ
に
他
に

も
同
様
な
欠
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
清
輔
の
「
末
代
本
不
必
分

別
」
と
は
こ
う
し
た
欠
落
も
含
め
て
混
在
し
た
書
式
の
存
在
を
表
示
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
欠
落
箇
所
を
加
え
て
改
め
て

表
２
を
掲
出
し
た
。
諸
本
の
い
ず
れ
か
が
欠
落
箇
所
を
持
つ
の
は
六
十
八

箇
所
中
三
十
三
箇
所
で
、
少
な
く
な
い
。

二
荒
山
本
と
片
仮
名
本
に
大
き
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
承
安
三
年

本
・
雲
州
本
で
は
後
半
巻
十
二
以
降
に
確
認
で
き
る
。
堀
河
本
で
は
巻

十
七
途
中
（
非
定
家
本
の
本
文
を
持
つ
部
分
）
ま
で
に
見
ら
れ
る
現
象
で

あ
る
。
伝
坊
門
局
本
で
は
354
番
歌
の
み
に
見
ら
れ
る
。
承
保
三
年
本
で
は

本
来
の
本
文
部
分
（
巻
十
四
1054
番
歌
以
降
）
に
こ
の
現
象
が
出
て
い
る
。

定
家
本
系
統
の
三
本
に
こ
の
欠
落
現
象
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く

は
後
世
的
に
丁
寧
に
補
い
が
な
さ
れ
た
本
文
だ
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う（
（1
（

。

見
え
る
こ
と
、
⑶
定
家
本
で
は
当
該
検
討
箇
所
に
関
わ
っ
て
全
箇
所
を

或
判
断
を
も
っ
て
二
回
書
き
換
え
て
い
る
こ
と
、
と
な
る
。
こ
れ
ら
か
ら

す
る
と
、
古
本
系
本
文
に
お
い
て
も
、
白
川
切
・
堀
河
本
の
よ
う
な
混
在

す
る
書
式
本
文
が
雲
州
本
・
伝
坊
門
局
本
の
よ
う
な
揃
っ
た
書
式
本
文
に

先
行
す
る
、
す
な
わ
ち
、
混
在
状
態
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
が
伝
来
途
上
で

き
れ
い
に
揃
え
ら
れ
た（
（1
（

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
転
々
書
写
之
失
」「
た

だ
女
な
ど
の
書
き
写
す
程
に
」
か
ら
は
清
輔
も
俊
成
も
世
に
出
た
も
と
も

と
の
後
撰
集
は
こ
の
書
式
に
つ
い
て
統
一
の
と
れ
た
揃
っ
た
様
態
を
持
っ

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
伝
来
途
上
の
書
写
者
に
よ
っ
て
書
式
の
混
乱
が
生

じ
た
と
理
解
し
て
い
た
と
解
し
う
る
が（
（1
（

、
し
か
し
よ
ほ
ど
恣
意
的
に
改
変

を
加
え
な
い
限
り
こ
う
し
た
書
式
の
混
在
状
態
が
書
写
の
さ
い
に
生
じ
る

こ
と
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
書
式
の
混
在
す
る
写
本
を
見
る
と
、
片
仮
名
本
・
伝
慈
円
本
は

「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
の
混
在
、
堀
河
本

は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
の
混

在
、
白
川
切
は
「
た
い
し
ら
す
　
人
不
知
」「
た
い
よ
み
人
し
ら
す
」
の

混
在
で
あ
る（
（1
（

。
白
川
切
は
堀
河
本
と
同
じ
古
本
系
統
に
属
す
る
が
、
当
該

箇
所
に
お
い
て
は
汎
清
輔
本
系
統
の
片
仮
名
本
・
伝
慈
円
本
に
似
る
混
在

で
あ
る
。
混
在
の
様
相
に
つ
い
て
も
異
な
る
し
、
他
に
も
、
い
ず
れ
か
が

ど
こ
か
に
偏
在
す
る
と
か
、
諸
本
間
で
位
置
に
お
い
て
共
通
性
が
あ
る
と

い
っ
た
傾
向
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず（
（1
（

、
当
該
書
式
の
混
在
状
況
か
ら
は

諸
本
間
の
関
係
性
に
言
及
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
に
な
い
。
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あ
る
）。
こ
れ
は
片
仮
名
本
・
伝
慈
円
本
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

堀
河
本
で
の
欠
落
現
象
は
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
の
前
半
で
は
他
本
と
共

通
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
131
（
片
・
堀
・
白
）・
339
（
二
・
片
・
堀
）
の

み
で
あ
る
。
し
か
し
、
承
安
三
年
本
や
雲
州
本
に
欠
落
現
象
が
見
ら
れ
始

め
る
巻
十
一
以
降
で
は
822
（
安
・
堀
・
保
）・
918
（
堀
・
雲
）・
1064
（
堀
・

雲
）・
1199
（
堀
・
保
）
と
共
通
す
る
欠
落
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
後
半
の

欠
落
か
ら
す
る
と
、
堀
河
本
の
前
半
で
の
欠
落
現
象
も
単
純
に
誤
脱
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
承
保
三
年
本
に
つ
い
て
は
、
巻
十
七
以
降
の
本
来
本
文

部
分
（
後
撰
伝
本
中
、
最
も
古
い
年
紀
に
関
係
す
る
）
に
こ
の
現
象
が
出

て
お
り
、
古
い
由
来
を
持
つ
現
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

同
一
箇
所
で
二
本
以
上
で
欠
落
し
て
い
る
と
き
「
題
し
ら
す
」
が
落
ち

て
い
る
本
も
あ
れ
ば
「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
落
ち
て
い
る
本
も
あ
る
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
の
に
、「
題
し
ら
す
」
の
み
か

（
339
・
460
・
822
・
918
・
1199
・
1217
）、「
よ
み
人
し
ら
す
」
の
み
か
（
131
・

1210
）、
と
も
に
落
ち
る
か
そ
れ
に
伴
っ
て
「
題
し
ら
す
」「
よ
み
人
し
ら

す
」
の
い
ず
れ
か
一
方
が
揃
っ
て
欠
落
す
る
か
（
204
・
354
・
1064
・
1320
）、

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
欠
落
は
単
な
る
誤
脱
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
表
２
に
は
天
福
本
内
に
あ
る
伝
行
成
筆
本
に
よ
る
朱
の
書
き
入

れ
に
つ
い
て
も
加
え
た
。
格
別
な
関
心
が
抱
か
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
四
十
七
箇
所
す
べ
て
に
「
し
ら
す
」
の

朱
の
書
き
入
れ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
十
三
箇
所
（
約
三
割
弱
）
に
朱

の
書
き
入
れ
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
様
相
か
ら
す
る
と
、
朱
の
書

き
入
れ
が
な
い
と
こ
ろ
は
伝
行
成
筆
本
で
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら

す
」
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る（
（2
（

。

伝
慈
円
本
で
も
354
・
460
が
「
題
し
ら
す
」
欠
、
424
が
「
題
し
ら
す
」
と

「
よ
み
人
し
ら
す
」
と
が
欠
で
あ
る
。
白
川
切
で
は
「
よ
み
人
し
ら
す
」

が
欠
落
し
て
い
る
歌
と
し
て
532
が
指
摘
で
き
、
前
歌
が
な
く
断
言
で
き
な

い
が
可
能
性
が
あ
る
歌
と
し
て
131
・
204
が
あ
る
。

二
荒
山
本
の
欠
落
箇
所
は
他
本
と
多
く
重
な
る
。
伝
坊
門
局
本
で
唯
一

の
欠
落
箇
所
で
あ
る
354
（
二
・
片
・
慈
・
坊
）
を
始
め
と
し
て
204
（
二
・

白
）、
339
（
二
・
片
・
堀
）、
424
（
二
・
慈
）、
460
（
二
・
片
・
慈
）、
以
上

が
他
本
と
共
通
し
て
欠
落
現
象
を
持
つ
歌
で
あ
る
。
片
仮
名
本
に
注
記
の

あ
っ
た
424
は
伝
慈
円
本
で
も
欠
落
し
て
い
る
。
片
仮
名
本
で
は
四
例
中
三

例
を
す
で
に
掲
出
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
残
る
一
例
は
131
（
片
・
堀
・

白
）
で
あ
る
（
こ
こ
は
二
荒
山
本
が
歌
を
欠
い
て
い
る
）。
二
荒
山
本
は

清
輔
校
訂
本
で
あ
る
片
仮
名
本
や
伝
慈
円
本
と
は
直
接
に
は
接
触
し
て
い

な
い
本
文
で
あ
る
の
に
欠
落
箇
所
が
重
な
る
と
い
う
こ
と
（
339
・
354
・

424
・
460
）
は
各
本
で
個
別
に
発
生
し
た
欠
落
現
象
で
は
な
く
汎
清
輔
本
に

ほ
ぼ
共
通
す
る
と
言
え
、
そ
う
し
た
箇
所
が
承
安
三
年
本
で
は
す
べ
て

「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
や
は
り

承
安
三
年
本
は
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
意
識
的
に
手
を
入
れ
た
と
解
す
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
巻
十
一
以
降
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
こ
の

こ
と
が
妥
当
し
な
い
）。
ま
た
欠
落
は
二
荒
山
本
以
前
か
ら
存
在
し
た
の

で
あ
ろ
う（
（2
（

。
と
い
う
の
も
二
荒
山
本
は
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
と
一
語
化

し
た
書
式
で
揃
え
て
あ
る
。
一
語
化
し
た
の
ち
は
意
識
的
な
書
き
換
え
が

行
な
わ
れ
な
い
限
り
「
題
し
ら
す
」
だ
け
が
欠
落
す
る
こ
と
（
197
・
339
・

456
・
460
・
556
）
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
欠
落
は
「
題
よ
み
人
し
ら

す
」
で
揃
え
ら
れ
る
ま
え
に
生
じ
て
い
た
と
見
え
る
（
前
節
で
二
荒
山
本

が
或
る
時
点
で
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
に
揃
え
ら
れ
た
と
述
べ
た
理
由
で
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片
安
白
堀
雲
坊
保
Ａ
Ｂ
天
　
嘉

巻
二

春
中

55 

◎
×
◯
│
▼
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

62 

◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

74 

◎
　
◯
│
▼
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

（544

）
　
◎
　

76 

　
　
　
◯

巻
三

春
下

84 
　
◎
◯
│
▲
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

97 
◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

120
│
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

124

│
◎
◯
│
▲
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

131

│
▲
◯
▲
▲
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

138

│
◎
　
│
　
　
　

140

│
◎
◯
│
　
　
　

141

◎
　
　
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

巻
四

夏

147

◎
×
◯
│
▲
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

197

▼
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

204

×
◯
▲
×
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

213

◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

巻
末

◎
│
│
│
×
×
│
│
│
│
│
　
　

巻
五

秋
上

226

◎
×
◯
│
▲
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

238

　
◎
　
│
　
　

巻
六

秋
中

275

　
◎
　

290

◎
◎
─
│
▲
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

295

│
　
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

296

◎
◎
◯
│
×
　
　

310

│
▼
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

329

│
　
　
　
◯
　
◯
　
　
　

339

▼
▼
◯
│
▼
　
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

安
堀
雲
坊
保
Ａ
Ｂ
天
　
嘉

巻
十
一

恋
三

706

◯
▲
◯
◯
◯
　
◯
◯
朱
×

787

×
×
　

巻
十
二

恋
四

810

▼
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

822

▼
▼
▼
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

826

◯
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

巻
十
三

恋
五

918

◯
▼
▼
◯

×
◯
◯
　
×

929

◯
│
│
◯
│
×
◯
◯
朱
×

970

▼
×
◯

巻
十
四

恋
六

1012

◯
▼
×
　 

　
◯
　
　
　

1059

─
　
　
◯

1064

─

▲
　

×
◯
◯
　
×

巻
十
七

雑
三

1199

◯
▼
×
◯
▼
×
◯
◯
朱
×

1208

◯
　
　

1210

▲
▲
　
◯

×
◯
◯
朱
×

1217

◯
　
▼
　
▼

1232

◯
◯
×
◯
▼
×
◯
◯
　
×

1239

─
◯
▼
◯
×
×
◯
◯
朱
×

巻
十
八

雑
四

1269

─
　
×
　
▲

1276

─
　
×
　
◯

1294

◯
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

1298

　
×
　
◯

巻
十
九

別

1320

─
×

×

×
◯
◯
朱
×

表
１
に
以
下
を
補
っ
た
。

▼
＝
「
題
し
ら
す
（
題
不
知
）」
が
落
ち
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

▲
＝
「
よ
み
人
し
ら
す
（
読
人
不
知
）」
が
落
ち
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
。（
た
だ
し
、
白
131
・
204
は
推
定
）

＝
「
題
し
ら
す
（
題
不
知
）」「
よ
み
人
し
ら
す
（
読
人
不
知
）」
と
も
に
落
ち
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

天
福
本
◯
下
の
「
朱
」
は
行
成
本
か
ら
の
朱
「
よ
み
人
し
ら
す
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
箇
所
で
、

そ
れ
に
関
わ
っ
て
嘉
禎
本
の
様
相
を
示
す
列
を
「
嘉
」
と
し
て
補
っ
た
。

表
２

二
片
慈
安
白
堀
雲
坊
保
Ａ
Ｂ
天
　
嘉

巻
七

秋
下

351

◎
×
×
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

354

▼
▼
◯
│
×
×
▼
◯
×
◯
◯
朱
×

383

◎
◎
×
─
│
×
×
│
◯
×
◯
◯
朱
×

388

◎
◎
◎
◯
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

397

◎
◎
◎
◯
◎
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

424

◎

◯
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

428

◎
◎
◎
◯
│
▲
　
│
◯
×
◯
◯
朱
×

435

◎
◎
◎
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

巻
八

冬

443

◎
×
×
◯
×
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

456

▼
◎
×
◯
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

460

▼
▼
▼
◯
◎
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

462

◎
◎
◎
　
×
　
　
　

×
　
　

475

◎
◎
◎
─
│
×
×
◯
◯
×
◯
◯
　
×

巻
九

恋
一

516

◎
◎
│
　

519

◎
◎
│
　
│
　
　
　

532

◎
◎
│
─
▲
×
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

538

◎
◎
│
　
　
◯
×
　

556

▼
◎
│
　
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

588

◎
◎
│
─
│
▼
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

巻
十

恋
二

652

◎
◎
│
◯
│
◯
×
◯
◯
×
◯
◯
朱
×

664

◎
◎
│
　
│
　
　
◯
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三

作
歌
事
情
（
詞
書
）・
作
者
名
が
と
も
に
知
ら
れ
な
い
さ
い
の
、
後
撰

集
諸
本
で
の
書
式
の
相
違
を
見
て
き
た
。
次
に
、
こ
れ
に
関
係
す
る
と
考

え
ら
れ
る
「
題
し
ら
す
」
の
み
、「
よ
み
人
し
ら
す
」
の
み
の
欠
落
を
含

め
て
見
て
い
き
た
い
。

「
題
し
ら
す
」
の
み
の
欠
落
も
多
く
見
ら
れ
る
。
表
３
に
ま
と
め
た

（
前
節
「
題
し
ら
す
　
人
し
ら
す
」
欠
落
箇
所
も
含
め
て
表
は
作
成
し
て

あ
る
）。
全
百
四
十
九
箇
所
中
一
本
で
も
欠
落
し
て
い
る
の
は
四
十
七
箇

所
、
二
本
以
上
が
欠
落
で
あ
る
の
は
十
九
箇
所
で
あ
り
、
少
な
く
な
い
。

二
荒
山
本
は
欠
落
が
十
七
箇
所
あ
る
。
片
仮
名
本
四
箇
所
の
欠
落
は
二

荒
山
本
と
す
べ
て
共
通
す
る
。
承
安
三
年
本
十
箇
所
も
す
べ
て
い
ず
れ
か

の
他
本
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
う
ち
三
箇
所
が
二
荒
山
本
と
共
通

し
て
い
る
。
以
上
、
単
な
る
誤
脱
と
見
え
な
い
。
ま
た
堀
河
本
も
巻
十
四

ま
で
の
本
来
本
文
部
分
に
欠
落
箇
所
が
多
く
二
十
一
箇
所
、
う
ち
十
一
箇

所
が
他
本
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
雲
州
本
で
は
前
半
に
は
無
く
巻

十
以
降
に
欠
落
九
箇
所
が
あ
り
、
う
ち
七
箇
所
が
他
本
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
承
保
三
年
本
も
巻
十
四
1054
番
歌
以
降
の
本
来
本
文
部
分
に
欠

落
七
箇
所
、
う
ち
五
箇
所
が
他
本
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
や
は
り
単
純
な
誤
脱
と
は
見
え
な
い
。

そ
し
て
「
よ
み
人
し
ら
す
」
を
単
独
で
見
た
場
合
の
欠
落
に
つ
い
て
確

認
し
て
み
る
。
表
４
で
あ
る
（
前
節
の
該
当
箇
所
部
分
の
「
よ
み
人
し
ら

す
」
の
欠
落
箇
所
も
含
め
て
表
は
作
成
し
て
あ
る
）。

「
よ
み
人
し
ら
す
」
と
あ
る
の
が
妥
当
な
箇
所
は
天
福
本
の
記
載
に
基

づ
き
つ
つ
天
福
本
で
落
ち
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
合
わ
せ
す
べ
て

巻
一

　
５

巻
二

　
５

巻
三

　
10

巻
四

　
13

巻
五

　
７

巻
六

　
５

巻
七

　
15

巻
八

　
７

巻
九

　
９

巻
十

　
12

〈
該
当
ナ
シ
〉

*55�

詠
人
不
知
　

*74�
詠
人
不
知
　

*87
*90
 118�

（
詠
人
不
知
）

*192�

（
詠
人
不
知
）

*197�

詠
人
不
知
　

*204�

詠
人
不
知
　

*251
*267
*270
*310�

詠
人
不
知
　

*339�

詠
人
不
知
　

*354�

題
読
人
不
知

*360�

（
詠
人
不
知
）

*424� 


題
読
人
不
知

*428
*456 �

詠
人
不
知
　

*460�

詠
人
不
知
　

*464�

（
詠
人
不
知
）

*516
*556�

詠
人
不
知
　

*588�

詠
人
不
知
　

*647
*650
*654
*673
*680

　
　

　
　
二
　
─

二
　
─

　
　
　

二二二二二二　
　
安

二
片
　

二
片

二二二二
片

　　
　
　

二
　
安

　
　
─

二
片
安

二
片
安

　
　
安

　
　
─

堀堀堀堀堀　
　
坊

　
雲

　
　
坊

堀堀堀
　
坊

堀
　
坊

堀堀
　
坊

堀

・�「
題
し
ら
す
」
が
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
該
当
歌
を
掲
出
し
、

　
欠
落
し
て
い
る
写
本
の
略
号
を
記
し
た
。

・�

巻
数
左
下
の
数
字
は
天
に
「
題
し
ら
ず
」
の
記
載
が
あ
る
歌
の
数
。

　
歌
番
号
上
の
＊
は
天
に
「
題
し
ら
ず
」
の
記
載
が
あ
る
も
の
。

・ �「
読
人
不
知
」
は
そ
の
記
載
が
あ
る
も
の
、

　�「（
詠
人
不
知
）」
は
記
載
は
な
い
も
の
の
、
前
方
の
歌
に
「
読
人
不
知
」
が
あ
り

　
歌
序
か
ら
「
よ
み
人
し
ら
す
」
に
な
る
も
の
。

表
３

巻
十
一

　
　
９

巻
十
二

　
　
５

巻
十
三

　
　
９

巻
十
四

　
　
４

巻
十
五

　
　
０

巻
十
六

　
　
６

巻
十
七

　
　
８

巻
十
八

　
　
９

巻
十
九

　
　
３

巻
二
十

　
　
２

〈
該
当
ナ
シ
〉

*822�

詠
人
不
知
　

*894�

（
詠
人
不
知
）

*898�

（
詠
人
不
知
）

*918�

詠
人
不
知
　

*920
 925�

（
詠
人
不
知
）

 970�

詠
人
不
知
　

*1019�

（
詠
人
不
知
）

 1060�

（
詠
人
不
知
）

*1191�

（
詠
人
不
知
）

*1199�

（
詠
人
不
知
）

*1217�

（
詠
人
不
知
）

*1232�
詠
人
不
知
　

*1239�
詠
人
不
知
　

 1247

〈
該
当
ナ
シ
〉

*1320�

題
読
人
不
知

*1340
 1342�

詠
人
不
知
　

*1364

〈
該
当
ナ
シ
〉

安─安安安─安───　
堀
雲

堀堀堀
雲

堀堀
　
坊

堀堀堀
雲

　
雲

堀
　

　
雲

　
　

　
雲

　
雲
坊

　
雲

　
　
坊

堀
雲
坊

保保保保保保保保
Ａ
Ｂ
天

Ａ
Ｂ
天

Ａ
Ｂ
天
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で
二
百
四
十
八
箇
所
で
あ
る
。
う
ち
一
本
で
も
落
ち
て
い
る
の
は
八
十
八

箇
所
で
や
は
り
少
な
く
な
い
。
二
本
以
上
で
落
ち
て
い
る
の
も
三
十
三
箇

所
で
少
な
く
な
い
。

二
荒
山
本
の
欠
落
が
十
九
箇
所
と
多
い
。
う
ち
片
仮
名
本
と
共
通
す
る

欠
落
箇
所
は
八
箇
所
40
・
105
・
150
・
223
・
287
・
345
・
347
・
608
で
あ
り
、
そ

の
ほ
か
の
諸
本
と
共
通
す
る
欠
落
箇
所
は
片
仮
名
本
と
の
共
通
箇
所
を
外

し
て
89
・
275
・
289
・
293
・
597
と
五
箇
所
あ
る
。
孤
例
は
六
箇
所
で
あ
る
。

す
べ
て
を
単
純
な
誤
脱
と
見
る
の
は
難
し
い
。
片
仮
名
本
も
十
二
箇
所
中

三
箇
所
の
孤
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
同
じ
汎
清
輔
本
の
承
安
三
年
本
は

二
十
巻
中
に
六
例
と
数
が
少
な
い
が
、
す
べ
て
他
本
と
欠
落
箇
所
が
共
通

す
る
。

堀
河
本
は
巻
十
四
ま
で
で
欠
落
が
四
十
一
箇
所
あ
り
、
他
本
と
共
通
し

て
欠
落
し
て
い
る
の
が
十
三
箇
所
、
孤
例
は
二
十
八
箇
所
で
多
い
。
巻

十
五
以
降
で
は
欠
落
が
五
箇
所
で
あ
る
が
、
全
て
い
ず
れ
か
の
他
本
と
共

通
す
る
欠
落
ば
か
り
で
あ
る
。
雲
州
本
は
巻
十
ま
で
で
欠
落
が
六
箇
所
あ

り
、
う
ち
四
箇
所
が
他
本
と
共
通
す
る
欠
落
箇
所
、
巻
十
一
か
ら
巻
十
四

ま
で
は
六
箇
所
で
、
う
ち
五
箇
所
が
他
本
と
共
通
す
る
欠
落
箇
所
で
あ

る
。
巻
十
五
以
降
で
は
欠
落
が
増
え
て
十
二
箇
所
あ
り
、
孤
例
が
八
例
と

多
く
な
る
。
伝
坊
門
局
本
で
は
全
二
十
巻
中
に
欠
落
は
十
一
箇
所
で
少
な

く
、
う
ち
九
箇
所
が
他
本
と
共
通
す
る
欠
落
箇
所
で
あ
る
。
承
保
三
年
本

で
は
、
巻
十
四
1053
番
歌
ま
で
で
は
欠
落
は
六
例
で
少
な
く
、
孤
例
も
三

例
、
巻
十
四
1053
番
歌
以
降
の
本
来
本
文
部
分
で
は
八
箇
所
と
増
え
る
が
、

う
ち
七
箇
所
が
共
通
す
る
欠
落
箇
所
を
持
つ
。
堀
河
本
の
巻
一
か
ら
巻
十

ま
で
を
除
き
、
や
は
り
四
本
と
も
単
純
な
誤
脱
と
は
見
え
な
い
。

対
し
て
、
定
家
本
系
統
で
は
欠
落
箇
所
は
六
箇
所
で
多
く
な
い
。
そ
し

巻
一

　
７

巻
二

　
６

巻
三

　
16

巻
四

　
９

巻
五

　
11

巻
六

　
17

巻
七

　
18

巻
八

　
５

巻
九

　
８

巻
十

　
12

*29
*40
 〈

該
当
ナ
シ
〉

*84
　 
題
不
知

*89
*99
*105

　
贈

*111
*124

　
題
不
知

*131

　
題
不
知

*147

　
題
不
知

 150

　
答

*161

　
贈

 176
*183
*204

　
題
読
人
不
知

*223

　
贈

*226

　
題
不
知

*230
*250
 255
*268

　
贈

*275
*287
 289

　
答

 290

　
題
不
知

*293
*326
*333
*345
 347
*354

　
題
読
人
不
知

 360

　
題
不
知

*366
*406
*424

　
題
読
人
不
知

*428

　
題
不
知

*431
 462

*551

　
贈

*597

　
答

*608
*626
*635

　
　
　

二
片

　
　
　

二
　
　

二二
片
　

　
　

　
　
　

　
片
　

　
　
　

二
片

　
　
　

　
片
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天
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天

　
　
　

・�「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
該
当
歌
を
掲
出
し
、
欠
落
し
て

い
る
写
本
の
略
号
を
記
し
た
。「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
歌
も
含
め
て
あ
る
。

・�

巻
数
左
下
の
数
字
は
天
に
「
よ
み
人
し
ら
す
（
よ
み
人
も
）」
の
記
載
が
あ
る
歌
の
数
。

　�

歌
番
号
上
の
＊
は
掲
出
し
た
歌
で
天
に
「
よ
み
人
し
ら
す
（
よ
み
人
も
）」
の
記
載
が
あ
る
も
の
。

・�「
贈
」「
答
」
は
贈
答
歌
の
際 

い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
示
し
た
。

巻
十
一

　
　
16

巻
十
二

　
　
14

巻
十
三

　
　
17

巻
十
四

　
　
16

巻
十
五

　
　
３

巻
十
六

　
　
14

巻
十
七

　
　
12

巻
十
八

　
　
12

巻
十
九

　
　
13

巻
二
十

　
　
５ *706

　 

題
不
知
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答
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答
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贈
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贈
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贈
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答
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答
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答

 904
 935
*943
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 981

　 

贈

 982

　 

答

 1017
*1023
 1025

　
贈

*1029

　
贈

*1034

　
贈
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答

*1064
　
題
読
人
不
知

*1069
*1091
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*1133
*1135
*1150
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答
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*1210

　
題
不
知
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贈
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題
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 1388
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べ
き
も
の
か
が
問
題
と
な
る
。
片
桐
は
私
家
集
と
の
関
係
か
ら
「
よ
み
人

し
ら
す
」
が
無
い
後
撰
集
を
想
定
し
、
無
い
こ
と
を
も
っ
て
未
定
稿
も
し

く
は
未
定
稿
的
と
言
う
、
つ
ま
り
世
に
出
た
後
撰
集
に
は
も
と
も
と
「
よ

み
人
し
ら
す
」
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
堀
河
本
で
は
大
量
に
「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
無

い
と
こ
ろ
が
あ
る
し
、
他
の
非
定
家
本
で
も
無
い
も
の
が
多
い
、
書
か
れ

て
い
た
も
の
が
欠
落
し
た
と
い
う
よ
り
、
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
可
能
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る（
（2
（

。

　
　
　

四

以
上
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
別
の
事
象
を
見
て
み
る
。「『
後
撰
集
』

の
本
性
」
の
中
で
後
撰
集
の
作
者
名
表
記
に
つ
い
て
片
桐
洋
一
は
次
の
指

摘
も
行
な
っ
た
。
巻
十
六
雑
二
1163
番
歌
は
天
福
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
括
弧
内
の
右
傍
線
が
例
示
し
た
写
本
名
で
あ
る
）。

　
　
　
人
の
め
に
か
よ
ひ
け
る
み
つ
け
ら
れ
侍
て

　
　
　
　
　
　
賀
朝
法
師�

（
　
　
雲
坊
　
Ａ
Ｂ
天
）

�

　
身
な
く
と
も
人
に
し
ら
れ
し
世
中
に
し
ら
れ
ぬ
山
を
し
る
よ
し
も
哉

堀
河
本
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
賀
朝
法
師
人
の
め
に
か
よ
ひ
侍
て
み
つ
ら
れ
て

�

（
安
堀
　
　
保
　
　
　
）

　�
み
な
く
と
も
人
に
し
ら
れ
し
世
の
な
か
に
し
ら
れ
ぬ
山
を
し
る
よ
し

も
か
な

堀
河
本
で
詞
書
の
中
に
出
て
い
る
「
賀
朝
法
師
」
が
、
天
福
本
で
は
作
者

名
部
分
に
独
立
し
て
い
る
。
片
桐
は
堀
河
本
や
承
保
三
年
本
の
よ
う
に
、

て
六
箇
所
は
す
べ
て
他
本
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
欠
落
し
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
は
実
は
片

桐
洋
一
に
論
が
あ
る
。
片
桐
は
「『
後
撰
集
』
の
本
性
」
な
ど
の
論
文
中

で
後
撰
集
は
未
定
稿
本
も
し
く
は
未
定
稿
本
的
で
あ
る
と
述
べ（
（2
（

、
そ
の
一

理
由
と
し
て
、
私
家
集
な
ど
と
の
歌
の
出
入
り
か
ら
後
撰
集
に
は
「
よ
み

人
し
ら
す
」
と
い
う
表
記
が
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
と
述
べ
た
。
西
本
願

寺
本
『
友
則
集
』
に
は
『
後
撰
集
』
か
ら
収
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

十
九
首
が
あ
り
、
奇
妙
な
こ
と
に
そ
の
な
か
に
は
非
友
則
歌
八
首
が
含
ま

れ
て
い
る
。『
後
撰
集
』
241
番
の
友
則
歌
が
友
則
集
に
13
番
歌
と
し
て

出
、
そ
の
13
番
歌
に
『
後
撰
集
』
242
・
243
・
245
が
14
・
15
・
16
番
歌
と
し

て
続
く
（
天
福
本
244
番
歌
は
二
荒
山
本
・
片
仮
名
本
で
は
こ
の
位
置
に
な

い
）。『
後
撰
集
』
で
の
友
則
歌
が
241
番
歌
だ
け
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

242
・
243
・
245
が
友
則
集
に
入
っ
て
い
る
の
は
後
撰
集
242
番
歌
に
「
よ
み
人

し
ら
す
」
が
無
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
あ
る
い
は
『
後
撰
集
』
372

番
歌
の
友
則
歌
が
『
友
則
集
』
18
番
歌
と
し
て
出
て
お
り
、
そ
の
18
番
歌

に
『
後
撰
集
』
373
・
374
番
歌
が
19
・
20
番
歌
と
し
て
続
く
、
こ
れ
も
後
撰

集
373
番
歌
に
「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
な
か
っ
た
た
め
と
い
う
。
片
桐
は

『
宗
干
集
』『
興
風
集
』『
伊
勢
集
』『
躬
恒
集
』『
忠
岑
集
』『
小
町
集
』

『
貫
之
集
』『
古
今
六
帖
』
な
ど
に
も
同
様
の
事
例
を
指
摘
で
き
る
と
し

て
、
後
撰
集
に
「
よ
み
人
し
ら
す
」
の
記
載
が
な
か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た

と
推
測
し
て
い
る（
（2
（

。

そ
し
て
杉
谷
寿
郎
は
堀
河
本
に
「
よ
み
人
し
ら
す
」
の
欠
落
が
多
い
こ

と
に
つ
い
て
、
片
桐
論
を
受
け
て
堀
河
本
が
「
原
後
撰
集
の
形
態
を
多
分

に
残
存
さ
せ
て
い
る
系
統
本
で
あ
る
」
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る（
（2
（

。

こ
う
し
て
こ
こ
ま
で
欠
落
と
言
っ
て
き
た
も
の
が
本
当
に
欠
落
と
呼
ぶ
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家
人
の
い
ひ
い
た
し
た
る

�

（
二
片
　
堀
雲
坊
　
　
　
　
）

　
　�

い
ま
よ
り
は
風
に
ま
か
せ
む
さ
く
ら
花
ち
る
木
の
も
と
に
春
と
ま
り

け
り

前
歌
104
番
歌
の
作
者
は
諸
本
「
橘
の
き
む
ひ
ら
か
女
」（
二
の
み
作
者
名

「
つ
ら
ゆ
き
」
の
107
番
歌
が
前
歌
と
な
っ
て
い
る
が
事
情
は
同
じ
で
あ
る
）

で
あ
る
の
で
、「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
あ
る
天
福
本
の
書
き
方
が
通
常
で

あ
る
が
、
二
荒
山
本
・
片
仮
名
本
・
雲
州
本
・
伝
坊
門
局
本
で
も
堀
河
本

同
様
作
者
名
表
記
部
分
が
無
い
、
よ
っ
て
誤
脱
で
は
な
く
も
と
も
と
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
片
桐
は
「「
家
人
の
」
を
主
語
と

し
て
、「
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
表
記
の
な
い
二
荒
山
本
、
堀
川
本
が
本
来

の
形
を
残
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
詞
書
内
の
語
が
「
家
人
」
と

い
っ
た
普
通
名
詞
で
、
作
者
名
表
記
と
し
て
独
立
さ
せ
に
く
い
場
合
に
は

伝
来
途
上
で
「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
補
記
さ
れ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

本
論
文
と
し
て
、
作
者
名
表
記
部
分
に
作
者
名
に
関
わ
る
も
の
が
書
か

れ
な
い
事
例
と
し
て
次
に
三
首
の
詞
書
を
挙
げ
る
。
作
者
名
表
記
部
分
に

つ
い
て
、
未
分
化
で
無
表
記
の
本
文
か
ら
、「
よ
み
人
し
ら
す
」
か
普
通

名
詞
が
書
か
れ
て
い
る
本
文
へ
、
と
本
を
並
べ
て
あ
る
。（
傍
線
を
付
し

た
本
で
代
表
さ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
写
本
の
本
文
を
例
示
し
、
詞
書
内
の
作

者
名
に
は
二
重
傍
線
を
付
し
た
）。

巻
五
秋
上
230
番
歌
（
諸
本
前
歌
229
番
歌
の
作
者
名
「
藤
原
か
ね
み
」）

か
れ
に
け
る
お
と
こ
の
七
夕
に
ま
う
て
き
た
り
け
れ
は
女
の
よ
め
り

け
る�

（
　
　
　
堀
　
　
　
　
天
）

か
れ
に
け
る
男
、
七
月
七
日
の
よ
さ
り
ま
で
き
た
り
け
れ
ば
、
女
の

よ
め
る�

読
人
不
知
　（
　
　
　
　
雲
　
　
　
　
）

作
者
名
が
独
立
表
記
さ
れ
な
い
書
式
が
後
撰
集
の
物
語
的
な
本
性
を
表
わ

し
て
い
る
と
し
、
こ
の
形
が
古
い
形
で
あ
る
と
す
る（
（2
（

（
詞
書
中
に
あ
っ
て

独
立
表
記
さ
れ
な
い
こ
の
形
を
、
稿
者
は
「
作
者
名
が
未
分
化
で
あ
る
表

記
」
と
称
し
て
い
る
）。「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
無
か
っ
た
可
能
性
や
こ
う

し
た
例
か
ら
、
片
桐
は
後
撰
集
は
未
定
稿
本
も
し
く
は
未
定
稿
本
的
で
あ

る
と
述
べ
た
。
の
ち
の
「『
後
撰
集
』
の
伝
本
」
で
片
桐
は
こ
う
し
た
本

文
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
原
資
料
た
る
歌
語
り
の
打
聞
き
そ
の
ま
ま
の

姿
」
と
述
べ
「『
後
撰
集
』
が
歌
語
り
の
打
聞
き
を
撰
集
資
料
と
し
た
た

め
に
詞
書
の
物
語
的
要
素
が
残
存
し
、『
後
撰
集
』
撰
者
や
後
代
の
書
写

者
は
、
こ
れ
を
詞
書
の
一
部
と
し
て
残
し
た
り
、
作
者
名
表
記
と
し
て

扱
っ
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
い
わ
ば
、
と
ま
ど
っ
た
本
文
の
扱
い
を
露
呈

し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

片
桐
は
次
の
よ
う
な
例
も
挙
げ
て
い
る
。
巻
三
春
下
105
番
歌
は
天
福
本

で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

す
け
の
ふ
か
母
身
ま
か
り
て
の
ち
か
の
家
に
敦
忠
朝
臣
の
ま
か

り
か
よ
ひ
け
る
に

さ
く
ら
の
花
の
ち
り
け
る
お
り
に
ま
か
り
て
木
の
も
と
に
侍
け
れ
は

家
の
人
の
い
ひ
い
た
し
け
る�

　
　
　
　
よ
み
人
し
ら
す

�

（
　
　
安
　
　
　
保
Ａ
Ｂ
天
）

　
　
今
よ
り
は
風
に
ま
か
せ
む
桜
花
ち
る
こ
の
も
と
に
君
と
ま
り
け
り

堀
河
本
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

助
信
の
は
ゝ
身
ま
か
り
て
後
も
時
々
か
の
家
に
敦
忠
朝
臣
ま
か

り
か
よ
ひ
け
る
に

さ
く
ら
の
は
な
ち
り
け
る
お
り
に
ま
か
り
て
木
の
も
と
に
侍
り
け
れ
は
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る
に

の
ち
〳
〵
た
え
〳
〵
に
な
り
に
け
れ
は

い
も
う
と
の
前
斎
宮
の
も
と
よ
り
ひ
こ
ろ
は
い
か
に
そ
と
あ
り
け
れ

は
　
　
を
ん
な�

（
二
片
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

前
二
首
230
番
歌
・
89
番
歌
は
と
も
に
前
歌
の
作
者
名
の
文
脈
下
に
あ
る

た
め
「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
自
然
で
あ
る
。
230
番
歌
で
は
無
表
記
が
も
と

も
と
で
詞
書
の
「
女
の
よ
め
り
け
る
（
女
の
よ
め
る
）」
が
外
さ
れ
て

「
よ
み
ひ
と
し
ら
す
」
が
書
き
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
さ
れ

る
。
89
番
歌
も
同
様
の
事
態
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
470
番
歌
は
作
者
名

の
文
脈
が
本
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
当
該
歌
だ
け
見
る
と
や
は
り
詞
書
か

ら
「
か
の
女
」「
を
ん
な
」
が
外
さ
れ
て
作
者
名
表
記
部
分
の
「
を
ん
な
」

と
な
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
作
者
名
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
状
態

か
ら
、「
よ
み
人
し
ら
す
」
や
「
女
」
が
作
者
名
表
記
部
分
に
書
き
付
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
本
節
冒
頭
の
1163
番
歌
の
よ
う
に
作

者
名
が
詞
書
内
か
ら
作
者
名
表
記
部
分
に
独
立
す
る
・
105
番
歌
・
89
番

歌
・
230
番
歌
の
よ
う
に
詞
書
内
の
普
通
名
詞
が
「
よ
み
人
し
ら
す
」
と
し

て
作
者
名
表
記
部
分
に
記
さ
れ
る
・
470
番
歌
の
よ
う
に
詞
書
内
の
普
通
名

詞
「
女
」
が
作
者
名
表
記
部
分
に
そ
の
ま
ま
「
を
ん
な
」
と
し
て
出
て
く

る
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
同
様
な
事
象
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
結
局
、
片
桐
洋
一
が
別
の
事
象
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
前
節
で
見
た
、
私
家
集
と
の
出
入
り
か
ら
知
ら
れ
る
「
よ
み
人

し
ら
す
」
の
表
記
が
無
か
っ
た
と
い
う
事
象
・
本
節
で
見
た
、
歌
に
よ
っ

て
作
者
名
が
未
分
化
の
詞
書
を
持
つ
本
が
あ
る
と
い
う
事
象
、
い
ず
れ
も

が
実
は
同
一
事
態
す
な
わ
ち
作
者
名
表
記
部
分
が
も
と
も
と
は
空
白
（
無

表
記
）
で
あ
る
歌
々
が
古
い
後
撰
集
に
は
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
一
点
に

か
れ
に
け
る
を
と
こ
の
七
日
の
よ
ま
う
て
き
た
り
け
れ
は

�

よ
み
ひ
と
し
ら
す
　（
二
片
安
　
　
保
Ａ
Ｂ
　
）

巻
三
春
下
89
番
歌
（
諸
本
前
歌
88
番
歌
の
作
者
名
「
貫
之
」）

　
あ
れ
た
り
け
る
家
に
す
み
け
る
女
つ
れ
〳
〵
に
お
ほ
え
侍
け
れ
は

　
庭
に
あ
る
す
み
れ
の
は
な
つ
み
て

　
と
な
り
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る�

（
二
　
　
堀
　
　
　
　
　
　
）

　
あ
れ
た
る
所
に
す
み
侍
け
る
女
つ
れ
〳
〵
に
お
も
ほ
え
侍
け
れ
は

　
庭
に
あ
る
す
み
れ
の
花
を
つ
み
て

　
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
　
　
よ
み
人
し
ら
す

　�

（
　
片
安
　
雲
保
坊
Ａ
Ｂ
天
）

巻
八
冬
470
番
歌
（
こ
の
470
番
歌
は
、
二
堀
雲
坊
Ｂ
で
は
460
番
歌
作
者
名
部

分
「
よ
み
人
し
ら
す
」、
片
安
保
Ａ
Ｂ
天
で
は
461
番
歌
作
者
名
部
分
「（
人

の
）
む
す
め
の
や
つ
な
り
け
る
」
の
文
脈
下
に
あ
る
。
ま
た
坊
は
二
と
同

様
で
あ
る
が
作
者
名
「
を
ん
な
」
が
な
い
）

淳
実
親
王
し
の
ひ
て
ま
り
か
よ
ふ
と
こ
ろ
侍
り
け
れ
は

の
ち
〳
〵
か
れ
〳
〵
に
な
り
侍
り
に
け
れ
は

い
も
う
と
の
斎
宮
の
み
こ
の
も
と
よ
り
か
の
女
の
も
と
に
こ
の
こ
ろ

は
い
か
そ
と
い
へ
り
け
れ
は

そ
の
返
事
に�

（
　
　
　
堀
雲
坊
保
　
Ａ
　
　
）

式
部
卿
あ
つ
み
の
み
こ
し
の
ひ
て
か
よ
ふ
所
侍
け
る
を

の
ち
〳
〵
た
え
〳
〵
に
な
り
侍
け
れ
は

い
も
う
と
の
前
斎
宮
の
み
こ
の
も
と
よ
り
こ
の
こ
ろ
は
い
か
に
そ
と

あ
り
け
れ
は

そ
の
返
事
に
を
ん
な�

（
　
　
安
　
　
　
　
　
　
Ｂ
天
）

入
道
式
部
卿
の
み
こ
の
し
の
ひ
て
ま
か
り
か
よ
ふ
と
こ
ろ
は
へ
り
け
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こ
と
は
同
様
で
あ
り
、
な
か
で
も
詞
書
に
「
前
中
宮
宣
旨
」
と
記
載
が
あ

る
人
物
を
「
よ
み
人
し
ら
す
」
と
記
す
の
は
奇
妙
で
あ
り
、
や
は
り
そ
の

表
記
の
混
乱
は
編
纂
時
の
も
の
と
見
え
な
い（
（2
（

。
こ
の
混
乱
も
二
首
の
作
者

名
表
記
部
分
が
も
と
は
空
白
で
あ
っ
た
た
め
と
解
さ
れ
る
。

巻
三
春
下
に
あ
る
四
首
137
・
138
・
139
・
140
は
、
藤
原
雅
正
が
送
っ
た
二

首
137
・
138
に
、
紀
貫
之
が
二
首
139
・
140
を
返
歌
し
た
贈
答
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
堀
・
雲
・
保
・
坊
・
Ａ
・
Ｂ
・
天
で
は
138
と
140
の
二
首
に
は
詞
書

も
作
者
名
も
な
い
（
二
で
は
138
・
139
・
140
、
安
で
は
138
・
139
が
欠
落
）
の

だ
が
、
片
仮
名
本
で
は
138
・
140
と
も
に
「
題
読
人
不
知
」
が
記
さ
れ
て
い

る
。
伝
来
途
上
に
お
い
て
、
空
白
箇
所
に
は
「
題
知
ら
す
」
や
「
よ
み
人

し
ら
す
」
を
補
入
し
て
本
文
を
整
え
る
と
い
う
認
識
が
先
行
し
て
歌
内
容

を
よ
く
吟
味
せ
ず
に
「
題
読
人
不
知
」
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
事
例
と
見
え

る
。

　
　
　

五

も
と
世
に
出
た
後
撰
集
の
本
文
は
、
作
者
名
表
記
部
分
が
多
く
の
箇
所

で
無
表
記
で
あ
り
、「
題
し
ら
す
」
も
多
く
の
箇
所
で
無
表
記
で
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
。
と
す
る
と
作
歌
事
情
（
詞
書
）・
作
者
名
が
と
も
に
知
ら

れ
な
い
さ
い
、
後
撰
集
諸
本
が
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
（
人
し
ら

す
）」「
題
よ
み
人
し
ら
す
」「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
と
多
様
な
書
式

を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
無
表
記
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
伝
来
途
上
の
書

写
者
た
ち
が
恣
意
的
に
補
っ
た
ゆ
え
に
生
じ
た
と
も
見
ら
れ
、
欠
落
と
見

え
る
と
こ
ろ
は
も
と
の
無
表
記
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
後
撰
集
は
も
と
も
と
作
歌
事
情
が
記
さ

ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（
（2
（

。

作
者
名
表
記
部
分
が
無
表
記
で
あ
っ
た
と
す
る
と
事
態
が
理
解
し
や
す

く
な
る
三
事
例
を
追
加
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。

巻
十
巻
末
に
697
・
698
・
699
の
三
首
か
ら
な
る
贈
答
歌
が
あ
る
。
698
・
699

の
歌
作
者
に
関
す
る
表
記
が
混
乱
を
し
て
い
る
。
697
歌
の
作
者
は
微
差
は

あ
る
が
「
源
庶も
ろ

明あ
き
ら

朝
臣
」
と
し
て
作
者
名
表
記
部
分
に
あ
る
が
、
698
番

歌
は
「（
ナ
シ
）」（
二
安
堀
雲
坊
天
）・「
よ
み
人
し
ら
す
」（
保
Ａ
Ｂ
）、

699
番
歌
は
「（
ナ
シ
）」（
堀
保
Ａ
Ｂ
天
）・「
を
と
こ
」（
二
坊
）・「
を
と
こ

返
し
」（
安
）・「
読
人
不
知
」（
雲
）
と
な
っ
て
い
て
、
三
首
の
作
者
は
順

に
、
二
・
安
・
坊
と
保
・
Ａ
・
Ｂ
で
は
「
庶
明
」「
女
」「
庶
明
」、
雲
で

は
「
庶
明
」「
庶
明
」「
女
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
堀
・
天
で
は
698
・

699
と
も
作
者
名
部
分
は
空
白
で
あ
り
、
作
者
は
直
ち
に
は
不
明
で
あ
る
。

現
在
の
注
釈
書
（
新
大
系
・
叢
書
。
底
本
は
天
福
本
）
は
「
庶
明
」「
庶

明
」「
女
」
と
理
解
し
て
い
る（
（2
（

（
い
ず
れ
に
し
て
も
記
さ
れ
た
歌
作
者
が

混
乱
し
て
い
る
こ
と
は
尋
常
で
は
な
く
、
そ
の
表
記
の
混
乱
は
編
纂
時
の

も
の
と
見
え
な
い
）。
698
・
699
の
作
者
名
部
分
が
空
白
で
あ
る
堀
河
本
・

天
福
本
の
あ
り
方
が
本
来
で
、
こ
う
し
た
混
乱
は
伝
来
途
上
に
お
い
て
作

者
名
部
分
が
補
わ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
と
解
さ
れ
る
。

巻
十
六
雑
二
に
あ
る
1127
・
1128
の
贈
答
歌
で
は
、
そ
の
作
者
名
表
記
部
分

は
1127
番
歌
は
「（
ナ
シ
）」（
堀
）・「
贈
太
政
大
臣
」（
雲
）・「
宣
旨
」

（
天
）・「
よ
み
人
し
ら
す
」（
坊
保
Ａ
Ｂ
）、
1128
番
歌
は
「（
ナ
シ
）」（
雲
）・

「
太
政
大
臣
」（
堀
保
）「
贈
太
政
大
臣
」（
坊
Ａ
Ｂ
天
）
と
な
っ
て
い
て
、

雲
以
外
の
諸
本
は
贈
歌
作
者
「
前
中
宮
宣
旨
」・
答
歌
作
者
「
贈
太
政
大

臣
」
と
し
て
い
て
、
雲
州
本
の
み
が
贈
歌
「
贈
太
政
大
臣
」・
答
歌
「
前

中
宮
宣
旨
」
の
作
者
理
解
で
あ
る
。
記
さ
れ
た
歌
作
者
が
混
乱
し
て
い
る
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集
』
題
詞
に
相
当
す
る
よ
う
な
書
き
方
を
す
る
の
が
編
者
の
撰
集
の
完
成

形
で
あ
っ
て
、
そ
の
体
裁
を
な
し
た
も
の
が
世
に
出
た
の
だ
が
、
後
世
の

伝
来
途
上
の
書
写
者
が
そ
の
書
き
方
を
不
審
と
し
て
古
今
集
に
倣
う
書
き

方
に
訂
正
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
そ
の
訂
正
が
未
完
結
の
も
の
が
伝
来
し

て
い
る
―
。
こ
の
二
解
釈
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
本
論
の
徴
証
だ
け
か
ら
は

大
胆
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
し
、
歌
序
・
歌
数
の
問
題
も
あ
る
の
だ
が
、
こ

う
し
た
状
況
を
想
定
し
な
い
と
理
解
し
か
ね
る
の
が
現
存
す
る
後
撰
集
諸

本
の
様
相
な
の
で
あ
る
。

注（
1
）�

全
巻
揃
う
現
存
諸
本
中
、
例
え
ば
堀
河
本
と
天
福
本
と
を
比
べ
る
と
、
歌
数
は
堀

河
本
1417
首
・
天
福
本
1425
首
で
あ
っ
て
、
内
実
と
し
て
堀
河
本
に
あ
っ
て
天
福
本
に

な
い
歌
十
首
・
堀
河
本
に
な
く
天
福
本
に
あ
る
歌
十
八
首
で
あ
り
、
歌
序
位
置
は

十
七
箇
所
が
相
違
す
る
。
あ
る
い
は
雲
州
本
と
天
福
本
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
歌

数
は
雲
州
本
1437
首
・
天
福
本
1425
首
で
あ
っ
て
、
内
実
と
し
て
雲
州
本
に
あ
っ
て
天

福
本
に
な
い
歌
十
九
首
・
雲
州
本
に
な
く
天
福
本
に
あ
る
歌
七
首
で
あ
り
、
歌
序

位
置
十
四
箇
所
が
相
違
す
る
。
二
例
を
見
て
も
そ
の
乱
れ
方
が
尋
常
で
な
い
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
歌
数
・
歌
序
に
つ
い
て
は
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』

1971

笠
間
書
院
、「
諸
本
歌
序
対
照
表
」『
後
撰
和
歌
集
』1988

笠
間
書
院
に
詳

し
い
。

（
2
）�

詳
し
く
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
前
後
』
青
簡
社

2016

の
整
理
に
よ
る
（
注
1
の
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
の
系
統
整
理

に
、
後
に
出
現
し
た
伝
坊
門
局
本
が
加
え
ら
れ
て
い
る
）。

　
　
　
一
、
汎
清
輔
本
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
㈠
　
二
荒
山
本

　
　
　
　
　
　
　
　
㈡
　
清
輔
本
　
⑴
片
仮
名
本
　
⑵
伝
慈
円
本
　
⑶
承
安
三
年
本

　
　
　
二
、
古
本
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
㈠
　
⑴
白
川
切
　
⑵
角
倉
切
・
木
曽
切
　
⑶
堀
河
本

　
　
　
　
　
　
　
　
㈡
　
胡
粉
地
切

　
　
　
　
　
　
　
　
㈢
　
行
成
本

れ
た
有
題
の
詞
書
の
み
を
持
つ
歌
が
多
く
載
る
歌
集
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
編
纂
未
了
で
あ
っ
た
た
め
、
す
な
わ
ら
世
に
出
た
の
が
未
定
稿
本
で

あ
っ
た
た
め
、
と
す
る
の
が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
後
撰
集
へ
の
見
解

か
ら
は
穏
当
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
事
は
単
純
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
四
節
で
巻
十
六
雑
二
1163
・
巻
三
春
下
105
・
巻
五
秋
上
230
・
巻
三
春

下
89
・
巻
八
冬
470
に
見
ら
れ
る
未
分
化
の
詞
書
を
例
と
し
て
挙
げ
た
。
片

桐
は
こ
う
し
た
詞
書
に
つ
い
て
「
原
資
料
た
る
歌
語
り
の
打
聞
き
そ
の
ま

ま
の
姿
」
で
あ
る
た
め
に
未
分
化
の
状
態
を
残
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

が
、
こ
れ
ら
の
詞
書
に
は
丁
寧
語
「
は
べ
り
」「
ま
う
で
く（
（3
（

」
が
使
わ
れ

て
い
る
。
原
資
料
の
ま
ま
で
あ
る
と
使
わ
れ
な
い
は
ず
の
丁
寧
語
が
用
い

ら
れ
、
帝
に
対
し
て
奏
上
す
る
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
後
撰
集
の
「
は
べ

り
」
の
使
用
は
堀
468
例
・
雲
495
例
・
坊
448
例
・
保
481
例
・
天
512
例
で
あ

り
、
そ
の
使
用
が
大
変
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
実
は
大
き
な
特
徴
で
あ

る（
（3
（

。
こ
う
し
た
丁
寧
語
「
は
べ
り
」「
ま
う
で
く
」
の
使
用
は
原
資
料
ま

ま
と
い
っ
た
未
定
稿
説
か
ら
は
説
明
が
つ
か
な
い（
（3
（

。

編
者
た
ち
の
手
を
離
れ
た
と
き
か
ら
「
は
べ
り
」
叙
述
に
な
っ
て
い
た

と
す
る
と
、
本
論
で
見
て
き
た
現
存
諸
本
の
持
つ
徴
証
か
ら
は
後
撰
集
の

現
存
諸
本
に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
解
釈
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
一
つ
は
、

古
今
集
に
倣
っ
て
「
詞
書
＋
作
者
名
表
記
」
の
体
裁
を
目
指
し
て
い
た
―

撰
集
資
料
を
も
と
に
作
者
名
を
含
ん
だ
か
た
ち
で
作
歌
事
情
を
記
し
た
部

分
を
「
は
べ
り
」
叙
述
の
奏
上
体
裁
で
整
え
る
と
こ
ろ
に
至
り
、
つ
ぎ
に

そ
の
部
分
か
ら
作
者
名
を
外
し
て
「
詞
書
＋
作
者
名
表
記
」
の
形
に
書
き

改
め
る
作
業
を
進
め
て
い
た
、
そ
の
進
行
途
中
で
の
未
定
稿
の
も
の
が
世

に
出
た
―
。
も
う
一
つ
は
、
古
今
集
の
「
詞
書
＋
作
者
名
表
記
」
に
見
倣

お
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
―
作
者
名
を
含
ん
で
作
歌
事
情
を
記
す
『
万
葉
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歌
集
』1969

に
よ
る
）

天
福
本
（
天
）　
　
　
：�

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

第
三
巻
『
後
撰
和
歌
集 

天

福
二
年
本
』
朝
日
新
聞
出
版2004

（
3
）� 

杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』、
福
田
孝
「
堀
河
本
『
後
撰
和
歌
集
』

に
つ
い
て
」「
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
」
第
二
号2015.3

（
4
）� 

福
田
孝
「
承
保
三
年
奥
書
本
『
後
撰
和
歌
集
』
に
つ
い
て
」「
和
歌
文
学
研
究
」

一
〇
一
号 2010.12

、「「
は
べ
り
」
か
ら
見
た
後
撰
集
諸
本
間
の
距
離
」「
武
蔵
野

大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
」
第
三
号2016.3

（
5
） �「
撰
集
故
実
」、
藤
岡
忠
美
『
袋
草
子 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
29
』
岩
波
書
店

1995

（
6
）� 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
「
古
来
風
躰
抄
」 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書 

第
一
巻 1992

朝

日
新
聞
出
版
（
稿
者
が
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
し
た
）

（
7
） �

こ
の
説
は
実
際
に
古
今
集
が
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」、
拾
遺
抄
が
「
題

よ
み
人
し
ら
す
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
8
）� 

無
年
号
Ｂ
類
本
を
集
成
し
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
刊
行
会

『
後
撰
和
歌
集
』
に
は
同
大
学
蔵
の
伝
月
樵
筆
本
を
底
本
に
し
て
七
本
が
対
校
さ
れ

て
い
る
。
底
本
の
み
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
で
揃
い
、
対
校
七
本
す
べ

て
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
も
」
で
揃
っ
て
い
る
。
対
校
七
本
が
無
年
号
Ｂ
類
の

本
来
の
書
式
と
判
断
し
た
。
他
の
箇
所
か
ら
し
て
も
、
底
本
で
は
あ
る
も
の
の
伝

月
樵
筆
本
は
良
い
本
文
を
有
し
て
い
る
と
見
え
な
い
。

（
9
）� 

岸
上
慎
二
『
後
撰
和
歌
集
の
研
究
と
資
料
』1966 

新
生
社

（
10
）� 

岸
上
慎
二
「
嘉
禎
二
年
定
家
本
」『
後
撰
和
歌
集
の
研
究
と
資
料
』・
杉
谷
寿
郎

「
定
家
嘉
禎
二
年
書
写
本
考
」『
後
撰
和
歌
集
前
後
』
に
よ
る
。

（
11
）� 

具
体
的
に
は
351
・
354
・
388
・
397
・
443
・
456
・
460
・
462
・
475
に
「
よ
み
人
も
」
の
異

本
注
記
、
435
・
462
「
題
不
知
　
よ
み
人
不
知
」
の
注
記
（
462
に
は
「
或
本
無
読
人

不
知
字
」
の
注
記
も
あ
る
）、
354
・
460
「
題
不
知
或
」、
424
「
タ
イ
シ
ラ
ス
　
ヨ
ミ

ヒ
ト
モ
或
」、
以
上
で
あ
る
。
383
・
428
の
二
首
に
は
注
記
が
な
い
。

（
12
）��
注
1
の
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』

（
13
）�
久
曽
神
昇
「
袋
草
子
及
び
同
遺
漏
に
就
い
て
」「
国
語
と
国
文
学
」
13
巻
9
号

1936.9
、
樋
口
芳
麻
呂
「
袋
草
子
・
無
名
草
子
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
─
付
、
藤

原
範
永
の
没
年
─
」「
国
語
と
国
文
学
」
47
巻
4
号1970.4

（
14
）�

杉
谷
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』P.129

に
厳
密
で
は
な
い
が
、
同
様
な
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）�

雲
州
本
や
伝
坊
門
局
本
に
あ
る
例
外
は
書
き
揃
え
が
十
全
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
㈣
　
⑴
烏
丸
切
　
⑵
㋑
慶
長
本 

㋺
雲
州
本

　
　
　
　
　
　
　
　
㈤
　
伝
坊
門
局
筆
本

　
　
　
三
、
承
保
三
年
奥
書
本
系
統
　
　
㈠
　
承
保
三
年
本

　
　
　
四
、
定
家
本
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
㈠
　
㋑
無
年
号
本
Ａ
類
本 

㋺
無
年
号
Ｂ
類
本

　
　
　
　
　
　
　
　
㈡
　
年
号
本
（
承
久
本
・
貞
応
本
・
天
福
本
な
ど
）

　
以
下
を
使
用
し
た
。（
）
内
が
本
論
で
使
用
す
る
略
号
で
あ
る
。

二
荒
山
本
（
二
）　
　
：�

小
松
茂
美
『
日
本
名
跡
叢
刊 

二
荒
山
本
後
撰
和
歌

集 

上
下
』
二
玄
社1980

片
仮
名
本
（
片
）　
　
：�

山
田
孝
雄
『
後
撰
和
歌
集
』
古
典
保
存
会

1932.33

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
内
の
複
製
を
使
用
）

承
安
三
年
本
（
安
）　
：
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
「
後
撰
和
歌
集
」

伝
慈
円
本
（
慈
）　
　
：
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
資
料
編

白
川
切
（
白
）　
　
　
：�

小
松
茂
美
『
後
撰
和
歌
集 

校
本
と
研
究
』1961

誠
信
書
房

堀
河
本
（
堀
）　
　
　
：�

書
陵
部
蔵 

堀
河
本
八
代
集 

内
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ

タ
ル
目
録
Ｄ
Ｂ
「100061314 

八
代
集
」
国
文
研 

電
子
資
料
館

雲
州
本
（
雲
）　
　
　
：�

久
曽
神
昇
・
深
谷
礼
子
『
後
撰
和
歌
集
〔
雲
州
本
〕

と
研
究
』
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会1968

（
た
だ
し

実
見
に
よ
っ
て
そ
の
本
文
を
訂
し
て
使
用
す
る

（
福
田
孝
「
雲
州
本
「
後
撰
和
歌
集
」
に
つ
い
て
」

「
汲
古
　
第
69
号
」2016.6

）

伝
坊
門
局
本
（
坊
）　
：�

片
桐
洋
一
『
後
撰
和
歌
集 

伝
坊
門
局
本
』
和
泉
書

院2009

承
保
三
年
本
（
保
）　
：�『
後
撰
和
歌
集
別
本 

詞
花
和
歌
集
』
天
理
図
書
館

善
本
叢
書
69 1984

無
年
号
本
Ａ
類
（
Ａ
）：�「
中
院
本
後
撰
和
歌
集
」
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研

究
室
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
大
阪
女
子
大
学

1965

（
京
都
大
学
属
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
で
画

像
が
見
ら
れ
る
）。

無
年
号
本
Ｂ
類
（
Ｂ
）：�

日
本
大
学
蔵
「
正
平
本
後
撰
和
歌
集
」（
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
刊
行
会
『
後
撰
和
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（
22
）�

片
桐
洋
一
「『
後
撰
集
』
の
本
性
」「
国
語
国
文
」
第
二
五
巻
五
号1956.5

・

「『
後
撰
集
』
の
伝
本
」（
の
ち
『
古
今
和
歌
集
以
後
』2000 

笠
間
書
院
に
所
収
）

（
23
）�

片
桐
は
『
友
則
集
』『
宗
干
集
』『
興
風
集
』『
古
今
六
帖
』
に
つ
い
て
は
歌
番
号

等
を
示
し
て
具
体
的
に
後
撰
集
と
の
関
係
に
言
及
す
る
が
、『
伊
勢
集
』『
躬
恒

集
』『
忠
岑
集
』『
小
町
集
』『
貫
之
集
』
に
つ
い
て
は
書
名
の
み
で
検
証
し
て
い

な
い
。
そ
の
後
の
研
究
な
ど
か
ら
例
え
ば
『
伊
勢
集
』
は
『
後
撰
集
』
と
は
直
接

的
な
歌
の
出
入
り
が
な
い
こ
と
（
関
根
慶
子
『
中
古
私
家
集
の
研
究
』
風
間
書
房

1967

）
が
検
証
さ
れ
て
い
て
全
面
的
に
首
肯
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
片
桐

説
が
確
認
で
き
る
事
例
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
片
桐
が
挙
げ
て
い
る
他
の

例
を
後
撰
歌
番
号
で
示
す
と
『
友
則
集
』
382
・
383
、『
宗
干
集
』
299
・
300
、
379
・

380
、
1325
〜
1330
『
興
風
集
』
273
・
274
・
275
・
276
、
稿
者
の
確
認
例
は
『
躬
恒
集
』

344
・
345
・
346
・
347
、
365
・
366
、『
忠
岑
集
』
387
・
388
・
389
・
390
で
あ
る
。
ま
た
、

奥
村
恒
哉
は
「
古
今
六
帖
と
後
撰
集
と
の
問
題
」「
国
語
国
文
」
三
五
巻
一
〇
号

1966.10

（
の
ち
『
古
今
集
・
後
撰
集
の
諸
問
題
』1971

風
間
書
房
に
所
収
）
で

『
古
今
六
帖
』
に
関
し
て
指
摘
さ
れ
た
歌
に
お
い
て
諸
写
本
内
に
「
よ
み
人
し
ら

す
」
の
欠
落
例
を
確
認
し
て
片
桐
論
の
追
認
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
24
）�

杉
谷
は
二
荒
山
本
の
欠
落
箇
所
に
つ
い
て
誤
脱
説
を
取
り
（
先
に
見
た
と
お
り
単

純
に
誤
脱
と
は
見
ら
れ
な
い
）、
同
様
に
堀
河
本
に
つ
い
て
も
「
現
存
堀
河
本
の

運
筆
の
速
い
こ
と
に
よ
る
不
用
意
な
本
文
書
写
」
に
よ
る
誤
脱
と
最
終
的
に
は
結

論
づ
け
る
。
し
か
し
孤
例
は
す
べ
て
巻
一
か
ら
巻
十
四
の
堀
河
本
の
本
来
本
文
部

分
に
し
か
無
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
こ
れ
ら
は
単
純
な
誤
脱
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
堀
河
本
に
は
親
本
本
文
の
校
正
二
五
四
箇
所
・
異
本
書
き
入
れ
五
二
六
箇
所

が
あ
る
。
書
写
者
に
は
校
正
時
・
異
本
書
入
時
の
最
低
二
回
の
訂
正
機
会
が
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
巻
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
の
「
よ
み
人
し
ら
す
」
欠
落
箇
所
は
ま

ま
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
イ
」
本
は
定
家
本
系
の
本
文
と
見
ら
れ

（
福
田
「
堀
河
本
『
後
撰
和
歌
集
』
に
つ
い
て
」
注
３
）、
書
写
者
は
「
イ
」
本
に

あ
っ
た
多
く
の
「
題
し
ら
す
」「
よ
み
人
し
ら
す
」
を
目
に
し
た
は
ず
だ
が
「
イ
」

本
か
ら
は
当
該
関
連
と
し
て
は
「
タ
イ
シ
ラ
ス 

イ
」
巻
九
516
・「
ヨ
ミ
人
シ
ラ
ス 

イ
」
巻
十
四
997
の
二
箇
所
の
書
き
入
れ
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
（
後
者
は
な
ぜ
か
汎

清
輔
本
系
の
特
異
な
本
文
で
あ
る
）。
む
し
ろ
堀
河
本
書
写
者
は
親
本
の
無
表
記

を
尊
重
す
る
書
写
態
度
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
、
親
本
以
前
か
ら
の
欠
落
と
思
わ
れ

る
。
堀
河
本
で
は
「
よ
み
人
し
ら
す
」
が
あ
る
べ
き
箇
所
は
巻
十
一
か
ら
巻
十
四

ま
で
で
七
十
箇
所
、
う
ち
二
十
二
箇
所
約
三
分
の
一
で
落
ち
て
お
り
、
尋
常
で
な

い
こ
の
欠
落
状
況
は
か
え
っ
て
親
本
以
前
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
が
単
純
な
誤
脱
で

た
た
め
と
見
ら
れ
る
。

（
16
）�『
古
来
風
躰
抄
』
の
「
後
白
川
院
の
…
み
な
『
古
今
』
の
同
じ
事
に
書
き
て
奉
り

は
べ
り
に
し
な
り
」
か
ら
は
伝
来
途
上
で
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
乱
れ
た
本
文
に

つ
い
て
は
判
断
を
設
け
て
書
き
改
め
て
よ
い
と
い
う
俊
成
の
認
識
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
に
限
ら
な
い
と
み
え
る
。

（
17
）�

白
川
切
に
は
他
本
に
見
え
な
い
「
人
し
ら
す
」
と
い
う
言
い
方
が
使
わ
れ
て
い

る
、
287
・
326
・
431
・
452
・
462
・
480
・
512
・
579
・
608
・
621
・
443
。

（
18
）�

あ
え
て
言
え
ば
、
片
仮
名
本
で
は
巻
の
初
出
で
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」

が
使
わ
れ
、
巻
途
中
で
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
が
使
わ
れ
る
─
巻
二
・
巻
四
・
巻

五
・
巻
七
・
巻
八
─
傾
向
が
あ
る
（
こ
の
こ
と
、
杉
谷
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研

究
』
で
同
様
な
指
摘
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
）。
し
か
し
巻
初
出
部
分
で
必
ず

「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」
が
使
わ
れ
る
訳
で
は
な
く
て
─
巻
三
・
巻
六
・

巻
九
・
巻
十
─
、
巻
途
中
で
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
が
使
わ
れ
る
─
巻
四
─
こ
と

も
あ
る
の
で
、
絶
対
で
な
い
。
こ
の
傾
向
が
わ
ず
か
で
も
首
肯
さ
れ
る
の
な
ら

ば
、
片
仮
名
本
で
は
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
は
「
題
し
ら
す
　
よ
み
人
し
ら
す
」

を
簡
略
に
し
た
言
い
方
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
19
）�

福
田
「
後
撰
集 

定
家
本
の
位
置
に
つ
い
て
の
小
論
」「
武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研

究
所
紀
要 

第
７
号
」2019.2

に
述
べ
た
よ
う
に
、
定
家
本
は
丁
寧
に
補
訂
さ
れ

た
本
で
あ
る
。
定
家
本
後
撰
集
の
よ
う
な
本
を
目
に
し
て
い
た
な
ら
ば
、
清
輔
は

「
し
ど
け
な
し
」
と
は
言
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
柳
田
健
一
「『
後
撰
和

歌
集
』
の
親
疎
関
係
─
巻
一
〜
巻
十
を
対
象
と
し
た
諸
本
分
類
を
中
心
と
し

て
─
」「
国
語
国
文
研
究
」
131
・
132
号2007.3

・5

で
も
最
も
末
流
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

（
20
）�

二
荒
山
本
で
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
が
ど
の
よ
う
に
揃
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
別

の
理
解
の
仕
方
も
あ
り
得
る
。
注
25
参
照
。

（
21
）�

伝
公
任
筆
本
で
当
該
箇
所
の
歌
が
欠
脱
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
は
す
る
が
、
例

え
ば
天
福
本
で
は
朱
の
書
き
入
れ
「
し
ら
す
」
が
74
番
歌
と
120
番
歌
に
あ
る
、
そ

の
両
歌
間
の
76
・
83
・
99
・
104
・
105
・
110
・
119
番
歌
に
は
別
の
朱
の
書
き
入
れ
が

存
し
、
84
・
97
番
歌
に
は
朱
の
書
き
入
れ
「
し
ら
す
」
が
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
こ
の
84
・
97
番
歌
に
は
や
は
り
何
ら
か
の
理
由

で
朱
の
書
き
入
れ
を
施
せ
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
十
三
箇
所
に
書
き

入
れ
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
杉
谷
も
「
こ
の
表
記
に
こ
だ
わ
っ
た
定
家
と
し
て

は
徹
底
し
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
」（
注
10
の
論
）
と
不
審
を
述
べ
て

い
る
。
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な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

（
25
）�

こ
の
考
え
方
を
し
て
も
、
二
荒
山
本
の
「
題
よ
み
人
し
ら
す
」
が
一
括
し
て
揃
え

ら
れ
た
と
い
う
先
の
言
及
に
支
障
は
生
じ
な
い
。
同
一
時
に
「
題
よ
み
人
し
ら

す
」
や
「
題
し
ら
す
」
が
補
わ
れ
た
か
、「
題
し
ら
す
」
や
「
よ
み
人
し
ら
す
」

が
所
々
に
補
わ
れ
て
い
っ
て
混
在
状
態
と
な
り
或
同
一
時
に
「
題
よ
み
人
し
ら

す
」
に
書
き
換
え
ら
れ
一
部
に
「
題
し
ら
す
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
、
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
26
）�

詞
書
と
作
者
名
表
記
を
別
立
て
に
す
る
他
勅
撰
集
の
定
律
に
見
倣
う
と
、
別
立
て

に
な
っ
て
い
る
作
者
名
表
記
を
わ
ざ
わ
ざ
詞
書
内
に
戻
し
て
詞
書
の
一
部
と
す
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
。

（
27
）�

後
撰
集
の
本
文
研
究
の
困
難
は
、
こ
う
し
た
事
例
を
見
て
も
分
か
る
が
、
系
統
ご

と
に
同
じ
よ
う
な
本
文
傾
向
を
示
さ
な
い
点
に
あ
る
。
ま
た
、
本
節
で
の
事
例
に

お
い
て
常
に
作
者
名
表
記
部
分
が
無
表
記
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は
堀
河
本
だ

け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
堀
河
本
に
「
よ
み
人
し
ら
す
」
の
無
表
記

が
多
い
こ
と
が
単
純
に
誤
脱
と
言
え
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
稿
者
は

か
つ
て
未
分
化
の
詞
書
を
多
く
持
つ
と
こ
ろ
か
ら
堀
河
本
の
本
来
本
文
部
分

（
巻
一
～
巻
十
四
）
と
承
保
三
年
本
の
本
来
本
文
部
分
（
巻
十
四
1054
以
降
）
に
つ

い
て
他
本
よ
り
古
態
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（「
後
撰
集
　
定
家
本
の
位
置
に
つ
い
て
の
小
論
」
注
19
）。

（
28
）�

片
桐
洋
一
『
後
撰
和
歌
集 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
６
』
岩
波
書
店1990

、
工
藤

重
矩
『
後
撰
和
歌
集 

和
泉
古
典
叢
書 

３
』
和
泉
書
院 1992
。
稿
者
に
も
「
庶

明
」「
庶
明
」「
女
」
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
ひ
と
り
雲
の
み
が
解
釈
が
合
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
29
）�

稿
者
も
雲
以
外
の
諸
本
の
理
解
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
ち
ら
は
ひ

と
り
雲
の
み
が
解
釈
を
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
30
）�

田
所
寛
行
「
後
撰
和
歌
集
詞
書
に
見
る
対
象
尊
敬
と
聞
手
尊
敬
」「
茨
城
キ
リ
ス

ト
教
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）」
32
巻1998.12

（
31
）�

福
田
「「
は
べ
り
」
か
ら
見
た
後
撰
集
諸
本
間
の
距
離
」。
天
福
本
に
お
け
る
「
は

べ
り
」
の
使
用
が
一
番
多
い
。
丁
寧
な
言
い
方
を
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
だ
と
す
る

と
、
こ
れ
は
定
家
本
が
整
っ
た
本
文
の
様
相
を
持
つ
こ
と
に
矛
盾
し
な
い
。

（
32
）�

同
様
の
指
摘
は
す
で
に
重
見
一
行
「
後
撰
和
歌
集
詞
書
に
お
け
る
「
侍
り
」
多
用

に
関
す
る
試
論
」「
国
語
と
国
文
学
」
56
巻
10
号1979.10

で
な
さ
れ
て
い
る
。

�

（
ふ
く
だ
　
た
か
し
　
武
蔵
野
大
学
）




